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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子蒸気供給システム用のコントロールユニットであって、
　蒸気を発生させるのに用いられるヒーターに電力を供給するバッテリーとコントローラ
とを含み、前記コントローラは
　前記電子蒸気供給システムをユーザーが操作する間に（ｉ）蒸気を発生させる前記ヒー
ターの動作による前記バッテリーの電力消費に関する情報と、（ｉｉ）前記バッテリーの
再充電に関する情報とを収集し、
　前記収集した情報から作成および／または更新される、前記電子蒸気供給システムによ
る前記バッテリーの電力消費と前記バッテリーの再充電のタイミングとに関するモデルを
維持管理し、
　前記電子蒸気供給システムによる前記バッテリーの予想電力消費によって前記バッテリ
ーの放電が進み、前記バッテリーの次回の予想再充電時刻の前に充電しきい値レベル未満
になるかどうかをモデルから予想し、未満であれば、
　前記予想に応答してユーザー通知および／または緩和動作を行うように構成された、コ
ントロールユニット。
【請求項２】
　前記収集した情報は複数種の事象のログに収集されることを特徴とする請求項１記載の
コントロールユニット。
【請求項３】
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　前記複数種の事象は少なくとも（ｉ）吸入および（ｉｉ）再充電の開始時刻および終了
時刻を監視することを特徴とする請求項２記載のコントロールユニット。
【請求項４】
　前記モデルは次回の再充電までの予想時間を提供することを特徴とする請求項１乃至３
いずれか１項記載のコントロールユニット。
【請求項５】
　前記モデルは次回の再充電までの時間の確率分布をさらに提供することを特徴とする、
請求項４記載のコントロールユニット。
【請求項６】
　前記モデルは、次回の再充電までの時間の予想値を決定するために再充電の開始時刻に
関する情報を収集し、その情報を使用することを特徴とする請求項４または５記載のコン
トロールユニット。
【請求項７】
　前記モデルは前記バッテリーの次回の予想再充電時刻の前の予想電力消費を提供するこ
とを特徴とする請求項１乃至６いずれか１項記載のコントロールユニット。
【請求項８】
　前記モデルは前記バッテリーの次回の予想再充電時刻までの電力消費の確率分布をさら
に提供することを特徴とする請求項７記載のコントロールユニット。
【請求項９】
　前記予想電力消費および次回の予想再充電時刻の少なくともいずれか一方が確率分布と
して提供されることを特徴とする請求項１乃至３いずれか１項記載のコントロールユニッ
ト。
【請求項１０】
　前記予想は、前記予想電力消費および／または次回の再充電時刻の確率分布の加算また
は積分によって決定されることを特徴とする請求項９記載のコントロールユニット。
【請求項１１】
　前記予想は、異なる放電レベルのそれぞれについて、前記バッテリーが所定の放電レベ
ルまで放電される確率を提供することを特徴とする請求項９または１０記載のコントロー
ルユニット。
【請求項１２】
　前記バッテリーがしきい値レベルまで放電するかどうかの評価は、前記バッテリーが前
記しきい値レベルまで放電される予想確率を考慮することを特徴とする請求項１１記載の
コントロールユニット。
【請求項１３】
　前記しきい値レベルは、前記バッテリーの充電レベルとこの充電レベルにまで放電する
予想確率との組み合わせに基づいて特定されることを特徴とする請求項１２記載のコント
ロールユニット。
【請求項１４】
　前記モデルは、前記予想を行うために現在の時刻を備えている、請求項１乃至１３いず
れか１項記載のコントロールユニット。
【請求項１５】
　前記モデルは、前記予想を行うために現在の充電レベルを備えていることを特徴とする
請求項１乃至１４いずれか１項記載のコントロールユニット。
【請求項１６】
　前記充電しきい値レベルはバッテリーの最大充電レベルの約２０％、１０％または５％
に設定されている、請求項１乃至１５いずれか１項記載のコントロールユニット。
【請求項１７】
　前記充電しきい値レベルは、前記ヒーターによる蒸気の発生が可能な最小充電レベル未
満までバッテリーが消耗するように設定されていることを特徴とする請求項１乃至１５い
ずれか１項記載のコントロールユニット。
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【請求項１８】
　前記ヒーターが蒸気を発生させる動作による前記バッテリーの電力消費に関する収集し
た情報は前記電子蒸気供給システムを用いる吸入に関する情報を含むことを特徴とする請
求項１乃至１７いずれか１項記載のコントロールユニット。
【請求項１９】
　前記吸入に関する情報は各吸入の持続時間を特定することを特徴とする請求項１８記載
のコントロールユニット。
【請求項２０】
　前記吸入に関する情報は各吸入の強さまたは各吸入に供給される電力を特定することを
特徴とする請求項１８または１９記載のコントロールユニット。
【請求項２１】
　前記予想に応答する前記緩和動作は前記電子蒸気供給システムに対する１つ以上の節電
対策を開始することであることを特徴とする請求項１乃至２０いずれか１項記載のコント
ロールユニット。
【請求項２２】
　少なくとも第１および第２の充電しきい値レベルがあり、前記ユーザー通知および／ま
たは緩和動作は、前記第１または第２のしきい値レベル未満まで前記バッテリーが放電す
ると予想されるかどうかで異なることを特徴とする請求項１乃至２１いずれか１項記載の
コントロールユニット。
【請求項２３】
　前記第１の充電しきい値レベルは前記第２の充電しきい値レベルより高く、前記第２の
しきい値レベル未満までバッテリーが放電すると予想される場合のみ緩和動作が実行され
ることを特徴とする請求項２２記載のコントロールユニット。
【請求項２４】
　請求項１乃至２３いずれか１項記載のコントロールユニットを含む、電子蒸気供給シス
テム。
【請求項２５】
　蒸気を発生させるのに用いられるヒーターに電力を供給するバッテリーおよび、電子蒸
気供給システムをユーザーが操作する間に（ｉ）蒸気を発生させる前記ヒーターの動作に
よる前記バッテリーの電力消費に関する情報と（ｉｉ）前記バッテリーの再充電に関する
情報とを収集するように構成されたコントローラとを含むコントロールユニットを備えた
電子蒸気供給システムと、
　前記電子蒸気供給システムによる前記バッテリーの電力消費と前記バッテリーの再充電
のタイミングとに関するモデルを維持管理するように構成され、前記モデルは前記収集し
た情報から作成および／または更新され、前記電子蒸気供給システムによる前記バッテリ
ーの予想電力消費によってバッテリーの放電が進み、前記バッテリーの次回の予想再充電
時刻の前に充電しきい値レベル未満になるかどうかをモデルから予想するように構成され
た外部装置とを備え、
　前記予想に応答してユーザー通知および／または緩和動作を行うように構成されている
システム。
【請求項２６】
　前記外部装置はスマートフォンを含むことを特徴とする請求項２５記載のシステム。
【請求項２７】
　前記外部装置はスマートフォンまたは他の介在装置を介して電子タバコからアクセスさ
れるサーバーを含むことを特徴とする請求項２５記載のシステム。
【請求項２８】
　電子蒸気供給システムのコントロールユニットの動作方法であって、前記コントロール
ユニットは、蒸気を発生させるのに用いられるヒーターに電力を供給するバッテリーと、
前記電子蒸気供給システムをユーザーが操作する間に（ｉ）蒸気を発生させる前記ヒータ
ーの動作による前記バッテリーの電力消費に関する情報と、（ｉｉ）前記バッテリーの再
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充電に関する情報とを収集し、
　前記収集した情報から作成および／または更新され、前記電子蒸気供給システムによる
前記バッテリーの電力消費と前記バッテリーの再充電のタイミングとに関するモデルを維
持管理し、
　前記電子蒸気供給システムによる前記バッテリーの予想電力消費によって前記バッテリ
ーの放電が進み、前記バッテリーの次回の予想再充電時刻の前に充電しきい値レベル未満
になるかどうかを前記モデルから予想し、未満の場合は、
　前記予想に応答してユーザー通知および／または緩和動作を行う、コントローラとを備
えている動作方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、例えば電子タバコなどの電子蒸気供給装置およびそのような装置のためのコ
ントロールユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子タバコなどの電子蒸気供給装置および他の電子ニコチン送出装置は、一般に気化さ
れる液体、典型的にはニコチンの貯蔵部を供するカートリッジを含む。ユーザーが装置を
吸引すると、コントロールユニットがバッテリーを作動させてヒーターに電力を供給する
。これがヒーターを始動させて少量の液体を気化させ、その気化された液体は、次にユー
ザーによって吸入される。
【０００３】
　この種の電子タバコは、従って一般に２つの消耗品、第１は気化される液体と、第２は
バッテリーの電力を含む。前者に関して言えば、液体の貯蔵部が使い切られると、カート
リッジを含む装置の少なくとも一部は、廃棄され、新しいカートリッジに交換できる。後
者に関して言えば、外部の充電装置から電力を受けるためになんらかの形体の電気コネク
ターを提供する。
【０００４】
　ほとんどの電子タバコには、再充電可能なリチウムイオンバッテリー（または電池）か
ら電力が供給されている。再充電可能なリチウムイオンバッテリーは、電子タバコに限ら
ず、急速に普及しつつある様々な装置内で使用されている（なお、用語「バッテリー」と
「電池」は、本書では同義に使用されている。これは、電子タバコ内のスペースが限られ
ているため、かかる電子タバコに含まれるバッテリーは、通常、一個の電池で構成される
ことによる）。電子タバコで使用される従来のリチウムイオンバッテリーは、装置のサイ
ズ等によって電力蓄積能力が７０ｍＡｈ～３５００ｍＡｈである。かかるバッテリーの電
圧出力は、バッテリーが放電するにつれ減少する傾向にある。例えば、完全に充電された
状態では約４．２Ｖであるが、完全に放電される直前では約３．６Ｖになり、約１４％減
少する。さらに、特定の発熱抵抗体Ｒ全体での出力は、Ｖ２／Ｒと表現されるが、これは
、一般に対応する出力が低下することを示唆している。具体的には、最終動作出力（電圧
３．６Ｖ）は、初期出力（電圧４．２Ｖ）の７３％でしかない。バッテリーからヒーター
に供給される電力が完全な充電状態から放電状態近くに変化することで、ユーザーが吸入
する液剤の気化量が大きく変化する可能性がある。
【０００５】
　一部の電子タバコは、電圧の低下を補うため、例えば、パルス幅変調（ＰＷＭ）使用す
ることによって、バッテリーから追加の電流を受け取っている。しかしこのような方法で
は、バッテリーの消耗が早まり、予想外のタイミングで電子タバコが完全に放電してしま
い、ユーザーに不便をかけることがある。
【発明の概要】
【０００６】
　本開示は添付の特許請求の範囲に規定されている。
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【０００７】
　電子蒸気供給装置のコントロールユニットは、蒸気を製するヒーターに電力を供給する
バッテリーとコントローラとを含む。このコントローラは、ユーザーが電子蒸気供給シス
テムを操作する間、（ｉ）蒸気を作るヒーターの動作によるバッテリーの電力消費と、（
ｉｉ）バッテリーの再充電に関する情報を収集するように構成されている。コントローラ
は、さらに、電子蒸気供給システムによるバッテリーの電力消費とバッテリーの再充電の
タイミングに関するモデルを維持管理するように構成されている。このモデルは収集され
た前記情報から作成あるいは更新される。さらに、このモデルは、電子蒸気供給装置によ
るバッテリーの予想電力消費が多く、次回予想再充電時刻の前に充電しきい値レベル未満
かどうかをモデルから予想し、未満の場合は、かかる予想に対応してユーザーに通知を行
うか、緩和動作を実行するように構成されている。
【０００８】
　一部の実行例ではモデルをスマートフォンまたはサーバーといった外部装置で実行して
もよい。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　ここで本発明の種々の実施態様を添付の図面を参照し例示として詳しく説明する。
【００１０】
【図１】本開示の一部の実施態様による電子タバコの略図（分解図）である。
【図２】本開示の一部の実施態様による図１の電子タバコの本体の略図である。
【図３】本開示の一部の実施態様による図１の電子タバコのカトマイザーの略図である。
【図４】本開示の一部の実施態様による図１の電子タバコの特定の電気部品の略図である
。
【図５】本開示の一部の実施態様による一連のフローチャートであって、利用データの記
録、分析、利用の様々な方法を示す。
【図６】本開示の一部の実施態様による利用データの分析の一例である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　上述のように、本開示は、電子タバコなどの電子蒸気供給システムに関する。以下の説
明では、用語「電子タバコ」を使用するが、この用語は、電子蒸気供給システム、電子エ
アロゾル送達システムおよび他の同様な表現と同義である。 
【００１２】
　図１は本発明の一部の実施態様による電子タバコ１０の略図（分解）である（縮尺は合
っていない）。電子タバコ ほぼ円筒状であり、破線ＬＡで示す長手方向軸に沿って延び
、２つの主要部材、即ち本体２０とカトマイザー３０とを含む。カトマイザーは、液体貯
蔵部を含む内部チェンバーと、気化器（ヒーターなどの）と、マウスピース３５とを含む
。容器内の液体は、通常は適当な溶媒にニコチンを含み、例えばエアロゾルの形成を補助
するおよび／または追加の風味付けのためのさらなる成分を含んでもよい。貯蔵部は液体
をそれが気化器に送出される必要がある時まで保持するための発泡体マトリックスまたは
あらゆる他の構造を含んでもよい。カトマイザー３０は、加熱箇所にまたはヒーターに隣
接して貯蔵部から少量の液体を移動させる芯または同様の設備をさらに含んでもよい。コ
ントロールユニット２０は電子タバコ１０に電力を供給する充電式電池またはバッテリー
と、電子タバコ全体を制御する回路基板とを備える。ヒーターが回路板によって制御され
ながらバッテリーから電力を受け取ると、ヒーターは芯からの液体を気化し、その後その
蒸気はマウスピースを介してユーザーによって吸い込まれる。
【００１３】
　コントロールユニット２０とカトマイザー３０は、図１に示すように電子タバコの長手
方向軸（ＬＡ）に平行な方向にこれらを互いに離すことによって外すことができ、差し込
み式またはねじ込み式嵌めなどの２５Ａおよび２５Ｂのような図１に略式に示す接続部に
よって装置１０が使用時に結合されている。この接続部は、本体２０とカトマイザー３０
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間の機械的および電気的接続を供する。カトマイザーへの接続に使用される本体２０の電
気コネクターは、本体がカトマイザー３０から外された際に充電装置（図示せず)を接続
するためのソケットとしての役割も果たす。充電装置の他端は、電子タバコのコントロー
ルユニット内のバッテリーを充電するためにＵＳＢソケットに差し込むことができる。他
の実行例では本体上の電気コネクターとＵＳＢソケット間の接続を案内するためのケーブ
ルを設けてもよい。他の実行例ではコントロールユニットのバッテリーの充電は、電子タ
バコ１０の先端部２２５、即ち、マウスピース３５と反対の端部を介して実行してもよい
。
【００１４】
　コントロールユニットには空気取り入れ用の穴（図１には図示せず）が１つ以上設けら
れている。これらの穴は、コネクター２５を介して設けられた空気通路へのコントロール
ユニットを通る空気通路に接続している。これはそれからカトマイザー３０を通ってマウ
スピース３５へと通じる空気経路に繋がる。ユーザーがマウスピース３５を介して吸引す
ると、空気が好適には電子タバコの外側に配置されるこれら１つ以上の空気取り込み穴を
介してコントロールユニット内に吸引される。この空気流（またはその結果生じる圧力の
変化）は圧力センサによって検知され、次にセンサはヒーターを始動し、貯蔵部（芯を介
して)から液体を気化する。空気流はコントロールユニットから気化器を通過し、そこで
蒸気と混合され、この空気流および（ニコチン)蒸気の混合物は、次にカトマイザーを通
過し、マウスピース３５から出てユーザーが吸い込む。カトマイザー３０は、液体を使い
切った時に本体２０から取り外して、廃棄し、必要に応じて別のカトマイザーと交換され
る。(カトマイザー３０は、従って時には使い捨て部品と称し、コントロールユニット２
０は再利用可能な部品と称される)。
【００１５】
　当然のことながら図１に示した電子タバコ１０は例示であって、種々の他の実施例を採
用することができる。例えば、一部の実施態様ではカトマイザー３０は、２つの分離可能
な部品として提供され、即ちニコチン貯蔵部とマウスピースとを含むカートリッジ（貯蔵
部の液体を使い切ったら交換可能である）と、ヒーターを含む気化器（通常、そのまま使
われる）として提供される。別の例として充電設備は追加のまたは別の電力源、例えば車
のシガレットライターに接続してもよい。
【００１６】
　図２は一部の実施態様による図１の電子タバコのコントロールユニット２０の略図（単
純化した）である。図２は電子タバコの長手方向軸ＬＡを通る面における断面とみなすこ
とができる。ここで留意すべきは特定の部品および本体の詳細、例えば配線およびより複
雑な形状は、明確化のために図２では省略されている。
【００１７】
　図２に示すようにコントロールユニット２０は、電子タバコ１０に給電するためのバッ
テリー２１０並びに電子タバコ１０を制御するための特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）
またはマイクロコントローラなどのチップが搭載された印刷回路板（ＰＣＢ）２０２を含
む。ＰＣＢ２０２はバッテリー２１０と並んでまたはその一端に配置されてもよい。図２
に示す構造ではＰＣＢはバッテリー２１０とコネクター２５Ｂの間に位置する。コントロ
ールユニットはマウスピース３５での吸引を検出するためのセンサーユニット２１５を含
む。図２に示す構造ではセンサーユニット２１５は、バッテリー２１０と先端部２２５の
間に位置するが、他の実行例ではＰＣＢ２０２上にまたは隣接して位置してもよい（図２
に示すようにまたは他の位置に配置されてもよい）。そのような吸入の検知に応答してセ
ンサーユニット２１５はＰＣＢ２０２上のチップに知らせ、次にバッテリー２１０からカ
トマイザー内のヒーターに電力を流し始める。
【００１８】
　コントロールユニット２０の先端部２２５は、電子タバコの遠方（遠位）端を封止し、
保護するためのキャップを含む。キャップにまたはキャップに隣接して空気取り込み穴が
設けられており、ユーザーがマウスピース３５で吸引した際に空気が本体に入り、センサ
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ーユニット２１５を通過して流れるようにする。従って、この空気流によってセンサーユ
ニット２１５はユーザーの吸引を検知する。一部の実行例では先端２２５にはセンサーユ
ニット２２５による吸引の検知に応答してチップによって光る発光ダイオード（ＬＥＤ）
のようなライトを設けてもよい。先端２２５には加えてまたは別にバッテリー２１０を充
電するための追加の接続部を供する電気接触部（図２に示されていない）を設けてもよい
。 
【００１９】
　先端２２５から本体２０の反対の端部にはコントロールユニット２０をカトマイザー３
０に接合するためのコネクター２５Ｂがある。上記したようにコネクター２５Ｂは、コン
トロールユニット２０とカトマイザー３０間を機械的および電気的に接続する。図２に示
すように コネクター２５Ｂは本体コネクター２４０を含み、本体コネクター２４０は金
属製で（一部の実施態様では銀メッキされており）、カトマイザー３０との電気的接続端
子の一方（陽極または陰極）の役割を果たす。接続部２５Ｂはさらに第１の端子、即ち本
体コネクター２３０と反対の極性のカトマイザー３０への電気接続のための第２の端子と
なる電気接点２５０を含む。コネクター２５Ｂはさらに電気接点２５０を含み、これは第
１の端子即ち、本体コネクター２４０と逆極性のカトマイザー３０との電気的接続のため
の第２の端子を提供する。コネクター２４０は、通常、円形のリング形状を有し、コネク
ター２５０はこのリングの中央に位置する（電子タバコ１０の長手方向軸ＬＡに対して直
角な面で見たとき）。
【００２０】
　電気接点２５０はコイルスプリング２５５に取り付けられている。コントロールユニッ
ト２０がカトマイザー３０に取り付けられると、カトマイザーのコネクター２５Ａが軸方
向、即ち長手方向軸ＬＡに対して平行な方向（軸方向に位置合わせされて）にコイルスプ
リングを圧縮するように電気接点２５０を押す。スプリング２５５には弾性があるため、
この圧縮によってスプリング２５５は付勢されて延びようとし、電気接点２５０をコネク
ター２５Ａにしっかり押し付ける効果が得られ、本体２０とカトマイザー３０の間が確実
に電気的に良好に接続される。本体コネクター２４０と電気接点２５０は非導電材料（プ
ラスチックなど）で作られたトレッスル２６０で隔てられており、２つの電気接点の間の
絶縁が良好になる。トレッスル２６０はコネクター２５Ａとコネクター２５Ｂの相互の機
械的結合を補助する形状をしている。
【００２１】
　図３は本発明の一部の実施態様による図１の電子タバコのカトマイザー３０の略図であ
る。図３は電子タバコの長手方向軸ＬＡを含む面において断面図と見なすことができる。
ここで留意すべきは特定の部品および本体の詳細、例えば配線およびより複雑な形状は、
明確化のために図３では省略されている。
【００２２】
　カトマイザー３０は、カトマイザー３０の中央（長手方向）軸に沿ってマウスピース３
５からカトマイザーをコントロールユニット２０に接合するためのコネクター２５Ａへと
延びた空気経路３５５を含む。液体の貯蔵部３６０（通常は溶媒に溶けたニコチンを含む
）が空気通路３３５の周囲に設けられている。この貯蔵部３６０は、例えば、液体に浸し
たコットンまたは発泡体を設けることで実行してもよい。またカトマイザーは、ユーザー
による電子タバコ１０の吸引に応答して（ニコチン含有）蒸気を発生させ、空気通路３５
５を介してそしてマウスピース３５から流れ出るように貯蔵部３６０からの液体を加熱す
るためのヒーター３６５を含む。ヒーターは、ライン３６６および３６７を介して給電さ
れ、これらはコネクター２５Ａを介してバッテリー２１０の対向する極性（プラスおよび
マイナス、またはその逆）に接続される。(上記したように図３では電源線３６６、３６
７とコネクター２５Ａの間の配線の詳細は省略されている)。
【００２３】
　コネクター２５Ａは内部電極３７５を含み、これは銀メッキされてもよく、または他の
好適な金属で作製してもよい。カトマイザー３０がコントロールユニット２０に接続され
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ると、内部電極３７５はコントロールユニット２０の電気接点２５０と接触し、カトマイ
ザーとコントロールユニットの間に第１の電気経路を設ける。特にコネクター２５Ａおよ
び２５Ｂを係合させると、内部電極３７５が電気接点２５０を押し、コイルスプリング２
５５を圧縮する。これにより内部電極３７５と電気接点２５０間を確実に電気的に良好に
接触しやすくなる。
【００２４】
　内部電極３７５は、絶縁リング３７２によって囲まれており、これはプラスチック、ゴ
ム、シリコーンまたは他の好適な材料で作製してもよい。絶縁リングはカトマイザーコネ
クター３７０で囲まれており、これは銀メッキされていてもよく、あるいは何らかの他の
適切な金属または導電材料で作られていてもよい。カトマイザー３０がコントロールユニ
ット２０に接続されると、カトマイザーコネクター３７０はコントロールユニット２０の
本体コネクター２４０と接触し、カトマイザーとコントロールユニット間の第２の電気経
路を設ける。言い換えれば内部電極３７５とカトマイザーコネクター３７０は、適宜供給
ライン３６６、３６７を介してカトマイザー内のヒーター３６５にコントロールユニット
内のバッテリー２１０から電力を供給するための正負端子（またはその逆）としての役割
を果たす。
【００２５】
　カトマイザーコネクター３７０には電子タバコの長手方向軸から遠ざかる互いに反対の
方向に延びた２つの突起またはタブ３８０Ａ、３８０Ｂが設けられている。これらのタブ
はカトマイザー３０をコントロールユニット２０に接続するための本体コネクター２４０
とのバイオネット嵌めするために使用される。このバイオネット嵌めは、カトマイザーと
コントロールユニットが互いに対して所定の位置に揺れ動いたりせずに保持され、意図せ
ずに外れてしまう可能性を極めて小さくするようにカトマイザー３０とコントロールユニ
ット２０間を安全かつ頑丈に接続するためのものである。同時に差し込み式接続具によっ
て、挿入、回転による簡単かつ瞬時の着脱と、（逆方向）回転と引き抜きによる分離がで
きる。当然のことながら他の実施態様ではスナップ嵌めまたはネジによる接続などの異な
る形体でコントロールユニット２０とカトマイザーを接続してもよい。
【００２６】
　図４は本開示の一部の実施態様による図１の電子タバコの特定の電気（電子を含む）部
品の略図である。これらの部品は、一般にコントロールユニット２０が繰り返し使用され
る（使い捨てではなく）部分であるので、コントロールユニットに配置される。しかしな
がら、一部の実施態様では少なくとも電機部品のいくつかはカトマイザー３０に配置して
もよい。
【００２７】
　図４に示すようにコントロールユニット２０は、電気的（および機械的）コネクター２
５Ｂ（上述したように）、電力スイッチ２１２、バッテリー２１０、プロセッサーまたは
（マイクロ）コントローラ５５５、通信用インタフェース２１７、スピーカー５５８およ
びセンサーユニット２１５を含む。コントローラ５５５は、ＰＣＢ２０２上に配置され、
これは適宜他の部品、例えばセンサーユニット２１５、電力スイッチ２１２および／また
は通信用インタフェース２１７、をコントロールユニット２０２の特定の内部構造に応じ
て搭載するために使用してもよい。これとは別にこれらの部品は、１つ以上の他のＰＣＢ
２０２（または他の形体のマウント）に配置してもよい。
【００２８】
　図４は異なる部品間の電気接続の全てではないが一部を示している。例えば、センサー
ユニット２１５は、そのコントローラ５５５への接続部を介してバッテリー２１０から電
力を受け取ってもよく、これとは別にバッテリー２１０から直接センサーユニット２１５
への別個の電力接続部（図示せず）があってもよい。
【００２９】
　センサーユニット２１５は、空気入り口から空気出口（気化器への）へのコントロール
ユニット２０を通る空気経路にまたはこれに隣接して配置される。センサーユニットは圧
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力センサ５６２と温度センサ５６３（これらもこの空気経路にまたはこれに隣接して）を
含む。ここで留意すべきは一部の実施態様では追加のセンサー（図４に示されていない）
があってもよく、圧力センサ５６２および温度センサ５６３は、異なる装置として設けて
もよい（単独のセンサーユニット内に組み合わされるのではなく）。圧力センサ５６２は
マウスピース３５での吸引によって生じる圧力降下を探すことによって空気流を検知して
もよい（またはこれとは別に圧力センサ５６２は、風を測定する風速計のように空気流を
直接測定することによって吸引を検知してもよい。
【００３０】
　コントローラ５５５は、ＣＰＵおよびメモリー（ＲＯＭおよびＲＡＭ）などのプロセッ
サーを含んでもよい。コントローラ５５５および圧力センサ５６２などの他の電子部品の
操作は、通常、少なくとも部分的にプロセッサー（または適宜他の電子部品で動作する）
上で動作するソフトウェアプログラムによって制御される。このようなソフトウェアプロ
グラムは、コントローラ５５５内に組み込むことができる、または別個の部材（例えばＰ
ＣＢ２０２上に）として設けられるＲＯＭなどの不揮発性メモリに記憶させてもよい。プ
ロセッサーはＲＯＭにアクセスして必要に応じてまたは必要なときにソフトウェアプログ
ラムをロードし、実行してもよい。またコントローラ５５５も他の装置、例えばセンサー
ユニット２１５と相互作用するための好適なインタフェース（および制御ソフトウェア）
を含んでもよい。
【００３１】
　コントローラ５５５は、電子タバコ内の状態または状況を表す、例えばバッテリー低下
の警告するための音声信号を発生させるための出力装置としてスピーカー５８を利用して
もよい。異なる状態または状況を信号伝達するための種々の信号を異なるピッチおよび／
または長さのトーンまたはビープオンを利用することによっておよび／またはこのような
ビープ音またはトーン複数設けることによって供してもよい。他の形体の出力装置をスピ
ーカー５８と共にまたは代わりに設けてもよい。例えば上述したように先端２２５に信号
発信および／または装飾のために使用される発光ダイオード（ＬＥＤ）を設けてもよい。
また電子タバコ１０の１つ以上の他の場所に光出力がさらに（または別に）あってもよい
。
【００３２】
　通信用インタフェース２１７は電子タバコ１０を外部装置と通信させるための有線また
は無線接続であってもよい。例えば、通信用インタフェース２１７は、無線通信を構築す
るためにＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、Ｗｉ－Ｆｉ（ＩＥＥＥ　８０２．１１ファミ
リー）および／または近距離無線通信（ＮＦＣ）の１つ以上を支持してもよい。これとは
別にまたは加えて通信リンクは、潜在的にコネクター２５Ｂおよび／またはいくつかの他
の通信利器を介して有線通信を支持してもよい。通信用インタフェースは、特に外部装置
に最新の制御セッティングを与えさせるためおよび／または電子タバコからの状況および
使用に関する情報を読み出させるために使用してもよい。
【００３３】
　上記したように電子タバコ１０は、電子タバコ１０を通る空気入り口から圧力センサ５
６２とヒーター３６５（気化器内の）を越えてマウスピース３５に至る空気経路が設けら
れている。従って、ユーザーが電子タバコのマウスピースで吸入すると、コントローラ５
５５が圧力センサからの情報に基づいてそのような吸入を検知する。この検知に応答して
、ＣＰＵはバッテリーまたは電池２１０からヒーター３６５へと電力を供給し、これによ
りユーザーの吸入のために芯から液体を加熱し、気化させる。
【００３４】
　バッテリー２１０は電力スイッチ２１２および接続部２５Ｂ（さらにカトマイザー３０
の接続部２５Ａ）を介してヒーター３６５に繋がっている。電力スイッチ２１２は、ヒー
ター３６５に給電するためにバッテリー２１０から供給される比較的大きな電流の流れ（
およびオン／オフの切り替え）を支持し、この電流は通常は１アンペア以上程度である。
電力スイッチ２１２はコントローラ５５５によって制御される。例えば、コントローラ５
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５５は、電子タバコ１０を通る空気流を検知する圧力センサ５６２に応答して電力スイッ
チ２１２を閉じ、これによりバッテリーからヒーターへ電力が流れるようにする。これと
は逆にコントローラ５５５は電子タバコ１０を通る空気流が終わったことを検知した圧力
センサ５６２に応答して電力スイッチ２１２を開いて、これによりバッテリーからヒータ
ーへの電力の流れを終わらせる。さらにコントローラ５５５は、上述のようにＰＷＭスキ
ームを実行するためにスイッチ２１２を使用して、吸入中にバッテリー２１０からヒータ
ー３６５へ供給される電力量を制御してもよい。
【００３５】
　当然のことながら図４に示す電気構造は、単に一例として挙げられており、当業者は多
くの潜在的な変形例を認識することになる。例えば、一部の電子タバコ１０は、通信用イ
ンタフェース２１７を含まなくてもよいが、他の実施態様では無線インタフェース２１７
を少なくとも部分的にコントローラ５５５と組み合わせてもよい。
【００３６】
　コントローラ５５５の機能を、コントローラとしてまとまって機能する１つ以上の部品
に分散させてもよい。例えば、ＰＣＢをバッテリー２１０と一体化し、電圧または電流の
過負荷や明らかに長時間の充電を検知し防止するなど、バッテリーの再充電を制御したり
、例えば、バッテリーが損傷するほどの過放電を防止するなど、バッテリーの放電を制御
したりできる。
【００３７】
　図５は、本開示の一部の実施態様による電子タバコ１０の特定の態様を示すフローチャ
ートである。左図（図５Ａ）に示す処理は、コントローラがある事象を検知し（動作６１
０）、タイマー２１９からその事象のタイムスタンプを取得し（事象自体にタイムスタン
プが含まれていない場合）（動作６１５）、その事象に関する情報（タイムスタンプおよ
び事象の性質）を記録（不揮発性メモリ２１８に保持してもよい）する（６２０）。図５
Ａでは、この処理が先頭に戻っており、事象の記録が継続的に行われることを示している
。
【００３８】
　電子タバコ１０は、様々な種類の事象を記録することができる。例えば、電子タバコ１
０は、吸入を事象として扱い、事象についての様々な情報を記録することができる。例え
ば、吸入の開始時刻と持続時間、吸入中にバッテリーからヒーターに供給された総電力使
用量などである。後者のパラメータ（電力量）は、例えば、吸入期間中の電圧と電流の積
から求められるが、これらの電圧と電流は、吸入中に一連の電力と電圧を迅速に測定する
ことによって得ることができる。あるいは、吸入に要した電力量を吸入の持続時間、出力
レベル制御等の設定に基づいて少なくとも部分的に予想してもよい。
【００３９】
　同様に、電子タバコは再充電事象に関するほぼ同様な情報をメモリ２１８に記録しても
よい。例えば、再充電の開始時刻と持続時間、再充電によってバッテリーに供給された電
力（これも電圧と電流の一連の測定から決定してもよいし、予想してもよい）などである
。なお、この開始時刻（複数も可）は、装置が外部電源に接続された時刻ではなく、実際
の再充電期間を反映してもよい（なぜなら、再充電は、本来、バッテリーが完全に充電さ
れると終了するからである）。
【００４０】
　なお、事象の開始時刻と持続時間を記録するのではなく、別の方法として開始と停止を
別々の事象とみなしてもよい。例えば、再充電の開始を第１事象とし、再充電の終了を第
２の事象とする。タイマー２１８は、日次情報や曜日情報を提供してもよい。
【００４１】
　電子タバコ１０は、バッテリー２１０の出力レベルを（例えば）事前に決められた回数
だけ記録してもよい。さらに、電子タバコは、様々な種類の事象やパラメータ（エラー状
態、動作温度等）をログに記録してもよい。これらの他の事象／パラメータの種類は、本
出願の処理にはあまり関係ないため、ここでは説明しない。
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【００４２】
【表１】

【００４３】
　表１は、メモリ内に保持されるログに格納できる情報の例を示す。この情報は、分かり
やすいように表形式で示されているが、ログは任意の適したデータ構造をもつことができ
る。表の各行は事象に対応しており、一意の事象番号と日時を示すタイムスタンプに関連
づけられている。一般に、事象の種類ごとに異なるコードが割り振られているが、表１に
記録されている各事象には、分かりやすいように説明的な名前がついている。第１の事象
は、充電の終了であり、充電の終了を表す。第２の事象は、バッテリーの充電レベルの測
定値である。かかる測定（と測定値のログへの記録）は、例えば、１５分おきや、他の様
々な事象の発生時など、あらかじめ決められた時間スケールで実施してよい。例えば、バ
ッテリーの充電レベルの計測は、（上記の表１に示すように）充電が終了するたびおよび
装置のロックが解除されるたびに実施してもよい。
【００４４】
　第３および第４の事象（および第５および第６の事象等）は、それぞれ、吸入の開始と
吸入の終了の検知である。当然ながら、１日のうちにこれらの事象のペアは数多く発生す
る。表２は、装置のロックも記録している。装置が一定の期間使用されない（例えば、吸
入が検知されない）場合にその期間に続いて装置のロックは自動的に発動される。この自
動ロックに加え、あるいはこの自動ロックに代わって、ユーザーが特定のボタン（または
ボタンの組み合わせ）を押すなどして明示的に電子タバコをロックしてもよい。以降、ロ
ック解除は、適切な操作（例えば、子供にとっては難しいと考えられる操作）を行ったり
、適切なコードをスマートフォンに入力したりしてもよい。後者の場合、スマートフォン
が通信インタフェース２１７を介して電子タバコのロックの解除を許可する信号を送信す
る。
【００４５】
　上記の表の最終列は、例えば、特定の事象に関連したパラメータ（存在する場合）など
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、補助情報の格納に使用してもよい。なお、格納される事象情報の種類は、ほぼ事象の種
類によって決まる。例えば、充電量の読み込み事象のパラメータは、現在のバッテリーの
電圧レベルまたは充電レベルを示すことができる。吸入の開始事象のパラメータは、電力
設定値に対応付けることができる（これによって特定の強さの吸入に対し発生させる蒸気
の量を制御してもよい）。吸入の終了事象のパラメータは、吸入空気量に対応付けること
ができる。吸入空気量は、（例えば）センサーユニット２１５が測定するかまたは少なく
とも予想することができる。
【００４６】
　当然のことながら表に示すログ構造は、図示目的のみであって、当業者には様々な変形
が明らかである。例えば、吸入を単一事象として記録し、かかる事象のパラメータでは吸
入の開始時刻および持続時間に関する情報を提供してもよい。事象番号は必要でなければ
省略できる。例えば、タイムスタンプを（おそらく事象タイプと組み合わせると）各事象
を一意に特定できる。
【００４７】
　図５の中央の図（図５Ｂ）は、メモリ２１８に作成されているログの潜在的な利用を表
している。特に、事象データ（パラメータ等）をログから読み出し（動作６４０）、コン
トローラによって維持管理されるモデルの更新に使用する（動作６４５）。このモデルの
更新は、継続的または定期的に行ってもよいが、特定の個々の事象の後に行ってもよい。
例えば、コントローラは、バッテリー２１０の消耗を防止するため、電子タバコを再充電
する際にモデルを更新する（再充電事象は発生率が低いため）。図５Ｂの処理は、ほとん
どの装置で繰り返し実行されるが、一連の実行と次の実行との間に間隔がある（一方、図
５Ａは継続的に繰り返される）。モデルは、単一の全体モデルであっても、複数の構成要
素モデルから構成されていてもよい。
【００４８】
　一部の実行例では事象データを（ログから読み戻すのではなく）その生成時に直接的に
かつ継続的に適用してモデルを更新してもよい。ただし、事象データは従来どおりログ内
に記録してもよい。なぜなら、（例えば）電子タバコ１０で何らかの故障が発生した場合
の診断に役立つからである。モデルとは別に事象ログを利用することは、新事象のログへ
の記録とモデルの更新および利用との間でデータアクセスの競合を減らすのに役立つ。例
えば、最近の事象をログの活動が低い時に（例えば、夜間に）ログからモデルにコピーす
ることが可能である。これによって、新しい事象を記録することによってログの継続的な
動作が中断されるのを最小限に抑えられ、ログとモデルを競合なく別の時間に平行して使
用できる。さらに、ログとモデルを別々の装置で実行することも可能である。これについ
ては、以下で詳述する。
【００４９】
　図５の右の図（すなわち、図５Ｃ）は、本開示のいくつかの実施態様によるログに含ま
れる（更新済み）データに基づくモデルの利用に関係している。ここでは、モデルが実行
され（動作６６０）、モデルの出力がテストされ、特定のトリガー信号（すなわち、特定
の状況）が検知されたかどうかが判断される（動作６６５）。検知されない場合は、処理
が次のモデル実行に戻る（処理は、継続的または断続的に実行される）。一方、トリガー
信号または条件が検知されると、このトリガー信号に関係した適切な動作（または複数の
動作）が実行される（動作６７０）。その後、処理は次のモデル実行に戻る。
【００５０】
　動作６７０の動作は、能動的であれ、受動的であれ、（例えば）ユーザーへの情報通知
が含まれてもよい（能動的な場合、ユーザーは、利用可能になった情報について明示的な
通知を受信し、受動的な場合は、ユーザーが適切な場所（ユーザーが知っている場所）を
見ると情報が得られる）。この動作には、１つ以上の動作パラメータまたは装置の特性の
変更が含まれていてもよい。この変更は、完全に自動で行われてもよいし、何らかのユー
ザーの確認を求める方法で行われてもよい。
【００５１】
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　一部の実行例ではモデル自身が別の装置（電子タバコ以外）にあってもよい。このよう
な状況では、当然ながら、図５に示す動作の一部（全部ではない）が電子タバコで実行さ
れ、残りの動作は他の装置で実行される。一部の実行例では図５Ａの処理を図５Ｂおよび
図５Ｃの処理と平行して実行してもよいが、モデルの更新とモデルの実行が別々の操作の
場合は、図５Ｂおよび図５Ｃの処理がその選択肢となることができる。図５Ｂおよび図５
Ｃの処理は、ある一定の範囲の基準に従って実行することができる。例えば、ログデータ
のモデルへのコピーは、あらかじめ決められた時刻に日時ベースで（または別の時間間隔
で定期的に）実施してもよいし、ログ内の新事象が一定数蓄積した時点で行われてもよい
。モデルが電子タバコ自身に存在しない場合の別の例として、電子タバコがモデルに関係
する装置に接続されるたびに図５Ｂの処理を実行してもよい。同様に、図５Ｃの処理をあ
らかじめ決められた時刻に日時ベースで（または別の時間間隔で定期的に）実施してもよ
いし、電子タバコとモデルに関係する装置との接続など、何らかの他の起動要因があって
もよい。他の起動要因には、電力レベルが特定のレベルを下回ったときまたは５Ｂに従っ
てモデルの更新が完了したときなどがある。
【００５２】
　図６は、本開示のいくつかの実施形態による利用データの一部の分析例である。データ
の分析は、新しい利用データでモデルを更新する一環として図５Ｂに示す動作６４５で実
施することができる（動作６４５）。あるいは、動作６６０でモデルを実行するまでデー
タの分析を遅らせてもよい。この場合、モデルの更新には、例えば、新しい利用データの
モデルへのローディングを含めてもよいが、その場合は、動作６６０でモデルを実行する
まで新しい利用データを分析できない可能性がある。あるいは、分析を分割してもよい。
最初の部分はモデルの更新（動作６４５）の際に実行し、残りの部分はモデルの実行（動
作６６０）の際に実行する。
【００５３】
　特に、図６Ａは、２種類の平均的な活動を日次ベースで示している。１日の時間帯がＸ
軸に沿って２４時制で示されている。図６Ａの黒の実線は再充電を表している。より詳細
には、特定の時刻に装置が再充電された日数の割合を示している。言い換えると、分析で
は、ログに含まれる事象情報に基づいて電子タバコが特定の時刻に再充電された日数（逆
に、電子タバコが特定の時刻に再充電されなかった日数）を各日の１時間ごとに判断して
いる。当然ながら、これらの結果は上記の表に記録された事象情報から直接導き出すこと
ができる（事象では、充電の開始および終了時刻を記録しているため）。
【００５４】
　図６Ａの結果は、電子タバコが特定の時刻に再充電された日数の割合を示す率として（
ｙ軸上）に示されている。例えば、午前８時から午後５時（１７：００）までの日中デー
タの主要な部分で装置が再充電される可能性は比較的少なく、全体日数の約５％～１５％
に過ぎない。一方、午前１時～午前４時の夜間には、全体日数のかなり高い割合で再充電
されている（通常、７０％～８０％）。
【００５５】
　図６Ａは、単位時間当たりの吸入回数も点線で示している。この点線は、再充電データ
を示す割合の縮尺に比べｙ軸の縮尺が厳密ではない。当然のことながらこの情報は、該当
する時間帯の吸入の開始および終了の事象対を計数することで上記の表のログ情報から簡
単に求めることができる。一般に、利用率は、夜間に低く、日中は中程度で、夕方に高い
ことが分かる。
【００５６】
　図６Ａに示すプロットは、動作６６０に従って電子タバコの利用モデルを実行するのに
使用できる。図に示すように、再充電情報は再充電が発生する可能性が最も高い時刻を予
想するのに使用できる。例えば、現在が日中（１２時）である場合、次の再充電は午後１
０時（２２：００）までは発生しないと考えられる。というのは、再充電の確率が５０％
にまで上昇するのは午後１０時（２２：００）であり、この確率は履歴的な頻度情報に直
接基づいているからである（これは、次の再充電時刻を予想するかなり原始的な方法であ
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り、より洗練された手法については以下で説明する）。さらに、図６Ａの吸入情報を使用
すると、次の１０時間（すなわち、現在の時刻と予想される再充電時刻との間）の吸入回
数を予想することができる。予想されるこの吸入回数は、予想電力使用量に変換できる。
この予想電力使用量は、例えば、あらかじめ決められた吸入ごとの標準エネルギー使用量
または吸入ごとの測定エネルギー使用量に基づいている。モデルは、バッテリー残量がこ
の予想総電力使用量を賄うのに十分かどうかを判断できる。
【００５７】
　バッテリー残量が予想総電力使用量を（通常、しきい値だけ）上回っていると、図５Ｃ
の動作６６５でのトリガー検知が負の値となる（これは一般に正常で容認可能な状況であ
る）。一方、予想総電力使用量がバッテリー残量より多い（またはバッテリー残量に十分
な余裕がない）場合は、図５Ｃの動作６６５でのトリガー検知が正の値となり、動作６７
０でのトリガー動作につながる。
【００５８】
　トリガー動作は、トリガー検知から発生する１つ以上の動作からなる。この状況で１つ
の可能な動作は、可能性が高い使用量に対しバッテリーの残量が十分でないことを予想し
た通知または警告をユーザーに送信することである。これは、従来の「バッテリー残量不
足」の警告とは異なる。なぜなら、従来の警告は通常、バッテリーの残量が指定のレベル
を下回ったときに発生するからである。これに対し、可能性が高い使用量に対してバッテ
リーの残量が十分でないとの警告が発生するのは、バッテリーの残量がまだ十分な間（従
来の「バッテリー残量不足」の警告のレベルより高いレベル）であり、次回予想される再
充電までに十分な時間があると考えられる場合である。
【００５９】
　この通知は、電子タバコの利用可能な設備によって様々な形態をとることができる。例
えば、電子タバコは、スピーカー５５８を介して特定の音声警告（１つ以上のビープ音）
を提供するかまたは１つ以上の表示灯を設定できる。あるいは、例えば、スマートフォン
のアプリを使用することで通信インタフェース２１７を介して検知できる内部状況を設定
し、このアプリがユーザーに対し関連する通知を行ってもよい。なお、通知の形態は、電
子タバコの充電切れの深刻さまたは予想される可能性の高さに従って変えることができる
。例えば、予想使用量がバッテリー残量よりかなり大きい場合は、予想使用量がバッテリ
ー残量を若干下回っている場合に比べより熱心に通知を送ってよい。例えば、どちらの場
合でも、警報状況をスマートフォンのアプリに表示するが、電子タバコ自身の音声通知ま
たは照明通知は前者の場合（予想使用量がバッテリー残量よりかなり大きい場合）のみに
提供してもよい。この通知または警告に応答し、ユーザーは、例えば、電子タバコの再充
電をできるだけ早急に積極的に行ったり、電子タバコの利用を減らしたりなど、適切な動
作を行うことができる。
【００６０】
　動作６７０でのトリガー動作の別の形態は、電力消費を減らすことである。これは、上
述したユーザー通知の代わりに、またはそれに追加して採用することができる。電力消費
の減少は、コントローラ５５５自身によって、外部機構（スマートフォンのアプリなど）
によってまたはこれらの組み合わせによって行うことができる。さらに、電力消費の減少
は自動的に行ってもよいが、少なくとも部分的に最初はユーザーからの確認または指示を
必要としてもよい。電力消費を減らすための機構の例として、吸入中に電子タバコの照明
が点灯している場合は、そのような照明を消す、照明の期間や輝度を減らす、吸入中にヒ
ーターに供給される電力レベルを減らす、電力が供給される時間を減らすなどがある。（
一般に電力消費が減るとされる）「スリープ」モードが電子タバコにある場合は、より短
い不使用期間に続いてより迅速にこの低レベルの電力モードに移行することができる。
【００６１】
　当然ながら、電力使用に関して上述したモデルは比較的単純であり、例えば、確率ベー
スのモデルを利用することでより高度なモデルをすぐに使用できる。例えば、ｔを現在の
時刻から次の再充電が始まるまでの間隔と定義する。０＜ｔ＜Ｔで、Ｔは最も可能性が高
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い次の再充電時刻である。ｔについての確率（密度）分布をｐ（ｔ）として定義する。０
～Ｔの∫ｐ（ｔ）ｄｔは１である（電子タバコは時間Ｔ内に間違いなく再充電されること
を想定している）。したがって、ｐ（ｔ）は、次の再充電が行われるまでに待たなければ
ならない時間ｔ（それ以上でもそれ以下でもない）の確率を表す。
【００６２】
　図６Ａのプロットを使用すると、ｐ（ｔ）分布予想を導くことができる。この分布は、
一般に、その日の現在の時刻に依存する。例えば、再充電は、朝ではなく、夕方のより早
いうちに（ｔの値がより低い）開始する可能性が高い。図６Ａのデータを使用せずにｐ（
ｔ）分布を予想する別の方法は、充電の開始を表す事象（上記の表の最後の事象）のタイ
ミングのみに注目する方法である。例えば、現在の時刻が午後３時（１５：００）の場合
、日次ベースでその事象を見て次の再充電開始事象が午後３時から１時間以内（ｔ＝１）
、１～２時間以内（ｔ＝２）、２～３時間以内（ｔ＝３）に発生した日数を計数する（た
だし、午後３時に再充電がすでに行われた日は除く）。この相対的な頻度情報を確率分布
ｐ（ｔ）に変換することができる。
【００６３】
　ｐ（ｔ）の値が分かったら、∫ｐ（ｔ）．ｔ　ｄｔ（積分限界０とＴ）に従って次の再
充電までの時間を予想する方法が１つである。この式は、予想される値（Ｅ［ｔ］と表す
）の標準的な公式である。次の再充電まで期間Ｅ［ｔ］を待つことを想定して、上述の手
法を使用すると、このＥ［ｔ］に予想される電力使用量がバッテリーの残量を超過するか
どうかを判断できる。
【００６４】
　バッテリーを使い切るリスクを評価するための期待値Ｅ［ｔ］を使用するのではなく、
確率分布ｐ（ｔ）を直接使用するほうが精度を向上できる。したがって、バッテリーの総
残量が現在Ｃで、（現在の時刻から始まる）次の時間ｔの予想電力使用量がＥ［Ｐ（ｔ）
］の場合、バッテリーの消耗確率（Ｐｒｏｂ）は、次のように計算できる。
　　　Ｐｒｏｂ　＝　∫ｐ（ｔ）．ｋ　ｄｔ（０＜ｔ＜Ｔの積分）
　Ｅ［Ｐ（ｔ）］＞Ｃの場合はｋ＝１で、そうでない場合はｋ＝０である。なお、Ｅ［Ｐ
（ｔ）］は、ｔの増加とともに必然的に増加する（または少なくとも減少しない）関数で
あるため（電子タバコは電力を消費するのみなので）、Ｅ［Ｐ（ｔ）］＞Ｃとなるｔの値
としてｔ’を定義すると、上記の式は次のように書き換えることができる。
　　　Ｐｒｏｂ＝∫ｐ（ｔ）ｄｔ（０＜ｔ＜ｔ’）
【００６５】
　このような状況で、このモデルは、ログデータから導かれるような次回の再充電開始時
刻の分布と（吸入に基づいて）期待される電力使用率とを組み込んでいる（現在の時刻へ
の依存性も含む）とみなすことができる。次に、このモデルに現在の状況パラメータ（す
なわち、現在の時刻とバッテリー残量）を与える。これらのパラメータは、上記で指定し
た確率を判断するためのモデルへの入力となる。動作６６５のトリガー検知は、判断され
た確率が特定のしきい値を上回っている場合に正の値を示すことができる。１つの可能性
として「信号」システムを使用してもよい。具体的には、バッテリーの消耗確率が３０％
以下の場合は「緑色」とみなし、３０％～６５％の場合は「琥珀色」とみなし、ユーザー
に適切な通知を行い、６５％を超過しているときは「赤色」とみなし、より深刻な（例え
ば、より頻繁にまたは直接的な）通知をユーザーに行い、上述するような節電対策を自動
的に実装してもよい。
【００６６】
　したがって、当業者は、図６Ａに示す吸入情報は実質的に平均または平均値を表すが、
完全なログデータを使用すると様々な確率分布（やその複数のパラメータ）を判断するこ
とができることが分かるはずである。例えば、図６Ａは、一定数の吸入が平均すると（例
えば）午前８時に発生していることを示しているが、ログデータを使用するとこの平均値
の周囲の分布を導くことができる（最小値、最大値、広がり等）。これによって予想電力
使用量を確率分布として表現できる。この場合、Ｅ［Ｐ（ｔ）］＞Ｃのときはｋ＝１で、
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そうでないときはｋ＝０というのではなく、ｋは（ログ事象から観察された分布による）
予想電力使用量が（指定の各ｔの値の）バッテリー残量を超過する確率を表現できるよう
になる。
【００６７】
　さらに、吸入の持続時間（および各吸入で消費される電力）自身が分布に従って変動す
る可能性がある（分布も一日の時間帯等で変動する可能性がある）。上述のように、ログ
情報を使用するとこのような分布を判断し、電力使用量を予想するためのより高度な確率
モデルを開発し利用することができる。
【００６８】
　当然のことながら上記で説明する分析は収集情報に基づくモデルのいくつかの例を示し
ているが、この他にも多くの例がある。例えば、図６Ａに示す利用パターンは平日のパタ
ーンの可能性があり、週末用に（または土日それぞれに）別個のモデルを開発することが
できる。
【００６９】
　図６Ｂは、上述するように、本開示のいくつかの実施形態による利用データの分析の一
部の例を示す。図６Ｂは、図６Ａと同じデータを示すが、測定された（平均）バッテリー
残量を表す線も長い点線として示されている（この線は、図６Ｂで離間したブロックでは
なく連続的な曲線として示されているが、これは、図６Ａの２本の線と視覚的に区別しや
すくすることのみを目的としており、当業者はどちらのデータ表現であれ、特定の状況で
最適なものを選択するだろう）。上述したように、測定残量は、上記のログ事象表から直
接求めることができる。実際、残量は夜間（最も再充電が行われる時間）に上昇し、日中
（最も利用される時間）は低下する。吸入の数値については、図６Ｂのバッテリー残量に
関する線は平均値を示しているが、さまざまな日の測定には分布があり、この分布も分析
に利用できる。
【００７０】
　当然のことながら平均残量は、バッテリーのフル充電時の容量の割合として示されるが
、再充電回数と吸入とに大きく依存しているため、図６Ｂ内にプロットされた３本は互い
に緊密に相互している（バッテリー残量は電子タバコ内の吸入以外の電気的操作の影響も
受けるが、概して吸入のためにヒーターに供給される電力の消費量が最も多い）。したが
って、モデルは、３つすべてのパラメータではなく、３つのパラメータのうち任意の２つ
に基づいていてもよい（ただし、３つすべてのパラメータを使用するほうが最高の精度を
得やすい）。
【００７１】
　ここで説明するモデルは、主成分分析（ＰＣＡ）、相関モデル、ニューラルネットワー
ク等、複雑さの度合いが異なる様々な統計的構造および計算構造に基づくことができる。
例えば、利用データから、このモデルは吸入の回数（または持続時間や強さ）が時刻だけ
でなく、特定の曜日にも、電子タバコの直前の使用状況にも相関があることを示している
。例えば、午後、使用量が（その平均より）多いと、夕方は使用量が（平均より）少なく
なる傾向がある。このモデルがこれらの相関関係を利用すると、予想される電力使用量を
より正確に予想することができる。
【００７２】
　なお、このモデルは、装置の使用が増えるにつれ、より精度を増す可能性がある。この
モデルは、例えば、ある時点で設定された期間の電力使用量を予想できる。この期間の実
際の使用量（以後ログに記録されるもの）を評価し、予想と比較することができる。予想
が実際の使用量と食い違っている場合は、この情報をもとに適切な機械学習手法を介して
モデルの精度を高め改良することができる。
【００７３】
　上述したように、このモデルは、電子タバコ自身に実装しても、外部装置（スマートフ
ォンまたはタブレットコンピュータなど）に実装してよい。外部装置は、インタフェース
２１７を介して電子タバコに接続し、ログデータを読み込み（動作６４０）、それに従っ
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ユーザーに提示できる（当然ながら、スマートフォンなどの装置のユーザーインタフェー
スは、例えば、タッチ画面インタフェース等を備えているなど、通常、電子タバコよりも
はるかに強力であり、このような装置は一般に処理能力も高い）。モデルの実行結果は、
節電対策のための指示の形式で電子タバコにロードすることができる。
【００７４】
　さらなる可能性としてモデル自身を、外部装置（や可能であれば、電子タバコ）がイン
ターネットまたは他の適切なネットワークを介してアクセスできるサーバーで維持管理し
てもよい。この場合、利用データは分析およびモデル化のためにサーバーにアップロード
できる（分析のためにＧＰＳ装置から位置追跡データをアップロードするのにやや似てい
る）。
【００７５】
　種々の問題の対処と技術の発展のため、本開示全体は種々の実施態様を例示的に示して
おり、これらの実施態様では特許請求された発明が実践される。本開示の利点および特徴
は実施態様の単なる代表的な具体例であり、包括的でも排他的でもない。これらは特許請
求された特徴の理解と教示の単なる補助に提供されている。当然だが、本開示の利点、実
施態様、具体例、機能、特徴、構造、および／または他の側面は本開示を特許請求の範囲
に規定されたとおりに限定するあるいは特許請求の範囲の均等物に限定すると考えるべき
ではなく、本開示の範囲および／または思想から乖離することなく他の実施態様を利用し
ても改変してもよいと考えるべきである。種々の実施態様は、開示された構成要素、成分
、特徴、部品、工程、手段他の組合せを適切に備えても、これらで構成されても、基本的
にこれらで構成されてもよい。また本開示は、現在は特許請求されていないが将来特許請
求される可能性がある他の発明を含む。 

【図１】 【図２】
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